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2025 年 10 月吉日 

報道関係各位 

成蹊学園（東京都武蔵野市、学園長：江川雅子）では、成蹊気象観測 100 周年記念講演会を開催します。 

成蹊学園では、1926 年 1 月に正式な気象観測を開始してから現在までの約 100 年間、1 日も途切れるこ

となく気象観測が続けられています。1959 年には成蹊気象観測所（当時は成蹊気象天文観測所）を設置し、

1942 年から 1976 年までは、気象庁の「吉祥寺観測所」として、観測業務の委託を受けていました。気象

観測法に準拠した気象観測に加え、サクラ開花日の観測や富士山をはじめとした視程観測、さらには霜や

霜柱、結氷の厚さなどの目視観測も継続しています。近年では、蓄積されたアナログの気象データをデジ

タル化し、科学的に分析する試みを推進しています。 

今回の記念講演会では気象予報士であり、株式会社ウェザーマップの創業者でもある森田正光氏をお招

きするとともに、三上岳彦 （成蹊気象観測所所長）による成蹊学園が蓄積した 100 年分の気象観測データ

から見える気象と気候についてお話します。 

 

■成蹊気象観測 100周年記念講演会 概要 

名 称： 100年の空を見つめて～成蹊の気象観測が語る地球の変化～ 

日 時： 2025年 11月 8日（土） 14：00～16：00 

場 所： 成蹊学園 本館 大講堂（東京都武蔵野市吉祥寺北町 3-3-1） 

定   員： 500名（先着順、一般の方もご参加いただけます） 

費   用： 無料 

プログラム：  

 
14：00～14：30 「成蹊気象観測の 100年」 三上 岳彦 

14：30～16：00 「100年で見える気象と気候」 森田 正光 氏 

申込方法 ：     右方 QRコードよりお申し込みください 

 

■登壇者プロフィール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成蹊気象観測 100周年記念講演会 

「100年の空を見つめて～成蹊の気象観測が語る地球の変化～」  
 

気象予報士、株式会社ウェザーマップ

創業者。親しみやすいキャラクターと

個性的な気象解説で人気を集め、テレ

ビ出演や講演会など幅広く活躍。 

成蹊気象観測所所長、東京都立大学名

誉教授。専門は、気候変動・都市気候。

主な著書に『TIME 地球温暖化』（緑

書房）などがある。 

森田 正光 氏 三上 岳彦 

＜本件に関するお問い合わせ＞ 

成蹊学園 企画室 広報グループ 

TEL.0422-37-3517  FAX.0422-37-3704  E-mail.koho@jim.seikei.ac.jp 
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【補足資料】 

■成蹊学園と気象観測について 

1925 年に旧制成蹊高等学校の教諭であった加藤藤吉が「理化教育1」の一環として試験的な観測を開始。

1926 年 1 月から気象観測法に準拠した正式な観測を開始し、1942 年には、東京管区気象台甲種補助観測

所（区内観測所）の「吉祥寺観測所」に指定された。1959 年には成蹊気象観測所（当初は成蹊気象天文観

測所）を設置。正式な観測を開始してから現在までの約 100 年間、1 日も途切れることなく気象観測が続

けられている。今まで分析することが難しかったアナログで記録された気象データ（自記温度計などの記

録紙に記録されたデータ）のデジタル化を推進し、科学的な分析により過去の気象現象を紐解く取り組み

も実施している。 

 2026 年 1 月に正式な気象観測開始から 100 周年を迎えることを記念し、記念講演会を行うとともに今

後も気象観測所見学ツアーや企画展示の実施を予定している。 

 

【所在】 

東京都武蔵野市吉祥寺北町 3-10-13 

東経 139 度 34.3 分 北緯 35 度 43.0 分 標高 56.0m（世界測地系） 

【沿革】 

1925 観測露場と百葉箱を設置、旧制成蹊高校教諭・加藤藤吉が試験的な観測を開始 

1926 正式な気象観測を開始、気象観測法に準拠した定時観測を実施 

1927 サクラ（ソメイヨシノ）の開花日を記録開始、天体観測開始 

1942 東京管区気象台より甲種補助観測所（区内観測所）の「吉祥寺観測所」に指定される（～1976） 

1959 成蹊気象天文観測所（現・成蹊気象観測所）設置 

1963 東京タワー、富士山の視程観測を正式に開始 

2026 成蹊気象観測 100 周年 

 

 

1「自然現象をありのままに観察し、測定し、または記録して、それらの考察から何らかの概念や法則を帰納す

ること」という考えに基づく教育を成蹊学園では「理化教育」と表現する伝統があった。 






